
4． 製造品出荷額等  
  

 製造品出荷額等は、1兆 9,416億円で前年に比べて 2,135億円(9.9%)の減少となった。 

 また、1事業所当たりの製造品出荷額等は 12億 4,220万円で、前年に比べ 4,366万円(3.4%)減少し、従業者

1人当たりでは 3,036万円で前年に比べ 162万円(5.1%)の減少となった(表－4)。 

製造品出荷額等を産業中分類、従業者規模及び行政区別に区分し、その推移をみたのが「表－5」である。 

    

(1) 産業中分類別製造品出荷額等 
 

 製造品出荷額等を産業中分類別にみると、鉄鋼の 5,091億円(構成比 26.2%)が市全体の約 4分の 1強を占め

ており、次いで、化学 2,472億円(同 12.7%)、電気機械 2,119億円(同 10.9%)、一般機械 2,017億円(同 10.4%)

の順となっている。また、前年と比べてみると、増加したのはプラスチックの 74億円(増減率 32.0%増)、出版・

印刷の 21億円(同 1.5%増)の 2業種であり、一方、減少したのは鉄鋼の 822億円(同 13.9%減)、化学の 279億

円(同 10.1%減)、一般機械の 210億円(同 9.4%減)、電気機械の 187億円(同 8.1%減)など 18業種となっている。  

   

(2) 従業者規模別製造品出荷額等 
 

 製造品出荷額等を従業者規模別にみると、1,000人以上規模事業所が 5,414億円(構成比 27.9%)で最も多く、

次いで、500～999人規模の 3,619億円(同 18.6%)、50～99人規模の 2,562億円(同(13.2%)、100～199人規模

の 1,918億円(同 9.9%)の順となっている。< 

 大・中・小規模別の製造品出荷額等をみると、4～19人の小規模事業所は 1,212億円(構成比 6.2%)、20～299

人の中規模は 7,428億円(同 38.3%)、300人以上の大規模は 1兆 776億円(同 55.5%)となっている。これを前

年と比べてみると、小規模が 6億円(増減率 0.5%減)、中規模が 1,271億円(同 14.6%減)、大規模が 858億円(同

7.4%減)とそれぞれ減少している。 

 従業者 1人当たりでは、500～999人規模事業所が 5,937万円で最も大きく、4～9人規模が 1,080万円で最

も小さい。 

  

 (3) 行政区別製造品出荷額等 
 

 製造品出荷額等を行政区別にみると、戸畑区が 4,334億円(構成比 22.3%)と最も多く、次いで、小倉北区 4,061

億円(同 20.9%)、八幡西区 3,068億円(同 15.8%)、若松区 2,998億円(同 15.4%)、門司区 1,947億円(同 10.0%)、

小倉南区 1,549億円(同 8.0%)、八幡東区 1,459億円(同 7.5%)、の順になっている。  

   



 表－4 年次別・1事業所当たり及び従業者 1人当たり製造品出荷額等 

  (従業者 4人以上の事業所)  

   

   

 表－5 産業中分類・従業者規模・行政区・年次別製造品出荷額等 (従業者 4人以上の事業所)  

 (単位：金額万円)  

 


